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ガイド＆マニュアル



公共料金44桁バーコード「単一部門」設定

複数部門設定であっても、単一部門設定は必須となります



公共料金44桁バーコード設定 - 1

公共料金支払票の 44桁バーコードを読み取って、支払期日を確認し、支払金額を読み取ります

1- 開始メニュー「F4 基本設定」を押します

2-「F4 追加設定」を押します

3- 追加設定「その他追加設定」を押します

4- 公共料金とする部門「単一」を押します

5 -公共料金とする部門の「部門コード」を設定

※この部門コードを部門マスタに登録します

①

②

③

④



公共料金44桁バーコード設定 - 2（部門登録）

前項で登録した部門に、何の公共料金なのかを部門に登録します

1- 開始メニュー「F4 基本設定」を押します　　2- 部門の何れかを押します　　　　　　　　　

①

②

③

3- 部門登録で「新規」を押します

下記を参照に設定し「登録」で終了します

部門コード：前項の単一で設定した部門コード

部門割当キー：先頭アルファベットの2桁英数字

部門名：部門の名称を登録（ﾚｼｰﾄ、日報等に反映）

部門カナ：任意

基本税種別

単一の場合：こちらの設定を見ます

複数の場合：登録する部門設定を見ます

例）

住民税＝非課税、電気料金＝課税 10％



公共料金44桁バーコード設定 - 3（ボタン登録）

バーコードスキャン画面を呼出す、メニューボタンを登録します

1- 販売画面で「未登録」

　のボタンを押します

①

2- 商品メニュー登録、前項で登録した

　部門を選択します

　※ﾎﾞﾀﾝ色や文字色は任意で設定

3-「登録」を押します

7- メニューボタンが登録されました

※単一の場合は、登録した部門で販売、

　複数の場合は、スキャン読取り画面

　の呼出しボタンと　なります

②

⑦

4-「その他」を押します

5-その他に「UTILCHARGE44」
　を入力

6-「登録」を押して完了

③

④

⑤

⑥



公共料金44桁バーコード読み取り

公共料金支払票の 44桁バーコードを読み取って、金額を登録します

1- 販売画面の「公共料金」を押しますす

①

2- バーコードスキャン画面を表示

※ 支払い期限を過ぎている場合は、そのまま会計するか

を確認します

③

②

3- 登録した部門名と、公共料金振込表のバー

コードに登録されている金額を登録



公共料金44桁バーコード「複数部門」設定

複数部門設定は、単一部門設定が終わっている事が前提です



公共料金44桁バーコード複数部門設定 - 1

公共料金支払票の 44桁バーコード内の、何処から何桁を読取り設定するコードを入力します

1- 開始メニュー「F4 基本設定」を押します

2-「F4 追加設定」を押します

3- 追加設定「その他追加設定」を押します

4- 公共料金とする部門「複数」を押します

5 -部門設定を表示

「コード開始位置」と「コード桁」について

※コード開始位置「 4 」とコード桁数「 6 」はデフォルトです（変更も可能です）

   GS1-128シンボルのコード体系（ P - 11 ）で、「請求書発行企業コード」の

   開始位置と、桁数を設定します（次項参照）

①

②

③

④

⑤



6-「コード」と「部門」を登録します

※※コードは、公共料金支払表に記載されている44桁バーコードの、

設定した開始位置と桁数の数値となります

※部門未登録の場合、設定した部門コードをメモし、部門コードが何

の公共料金かもメモ

⑥

⑦

⑧

7-「一覧」で部門一覧を表示、一覧から部門の選択も可

8-部門未登録の場合「登録/修正」を押す事で部門マスタを

　開きますので、登録してください（手順、次項「 3 」へ ）

登録例）

住民税＝非課税、電気料金＝課税  10％、

自動車税＝非課税、水道料金＝課税  10％



公共料金44桁バーコード複数部門設定 - 2（部門登録）

公共料金支払票別に、公共料金名の部門登録を行います

1- 開始メニュー「F4 基本設定」を押します　　2- 部門の何れかを押します　　　　　　

①

②

③

3- 部門登録で「新規」を押します

下記を参照に設定し「登録」で終了します

部門コード：任意の部門コードを設定してください

部門割当キー：先頭アルファベットの  2桁英数字

部門カナ：任意

基本税種別

単一の場合：こちらの設定を見ます

複数の場合：登録する部門設定を見ます

登録例）

住民税＝非課税、電気料金＝課税  10％、

自動車税＝非課税、水道料金＝課税  10％

登録例）

住民税＝非課税、電気料金＝課税  10％、

自動車税＝非課税、水道料金＝課税  10％



「GS1-128シンボルによる標準料金代理収納ガイドライン」より

① GS1アプリケーション識別子 その後に続く情報の種類やフォーマットを識別する。本コード体系では、GS1アプリケーション識別子として「91」を使用する

② 請求書発行企業コード 請求書を発行する企業を示し、「GS1事業者コード」（7桁）のうち、先頭の「4」を除いた6桁を使用する

③ 自由使用欄 請求書発行企業が、顧客番号などで使用する

④ 再発行区分 請求書発行企業が、顧客番号などで使用する       21桁未満の場合は、数字「0」を追加して、21桁として表示する

⑤ 支払期限日 支払期限日（バーコード印刷された収納票を利用してコンビニエンスストア等で支払可能な期限日）を、
「Y1 Y2 M1 M2 D1 D2」で表示する

⑥ 印紙フラグ 請求金額に対して、収入印紙が必要か否かを数字1桁で表す
0：収入印紙不要（貼らない）　2～9：リザーブ（新税対応等で使用）、1：200円の収入印紙が必要（貼る）

⑦ 支払金額 顧客に請求する金額（正味の金額）を数字6桁で表す

⑧ 全体チェックデジット 全体チェックデジット
読取りミスを防ぐための1桁の数値で、チェックデジットを除く43桁の数値に対して「モジュラス10」の計算方式で算出する

公共料金44桁バーコード複数部門設定 - 3

6- 公共料金44桁バーコードの読取り設定と、割当部門の設定を行います

コード開始位置 ：先頭から何桁目からチェックするかを設定

コード桁：上記の位置から何桁までをチェックするかを設定

コード ：チェックするコードを入力（下記コード体系を参照）

部門コード ：登録した部門を設定（前々項で設定した部門コード）

7-「No2」に入力する場合、カーソルがコードまたは部門コードにある時に 「 Enter 」を押してください

GS1-128シンボルのコード体系  （必ずしも、下記のガイドライン通りに作成されているとは限りません）

⑥

登録例）



公共料金44桁バーコード読み取り（複数部門）

公共料金支払票の 44桁バーコードを読み取って、指定コードに登録された部門を呼出し金額を登録します

1- 販売画面の「公共料金」を押します

※単一部門で作成したボタンがバーコー

ドスキャン画面呼出しボタンとなります

③

3- コードを参照し登録した部門名を表示

公共料金振込表のバーコードに登録されている

金額を登録

①

2- バーコードスキャン画面を表示

※ 支払い期限を過ぎている場合は、そのまま会計するかを

確認します

②



公共料金44桁バーコード複数部門対応 (44桁サンプルバーコード）

公共料金支払票のバーコードにある「カッコ（  ）」は
コード読取り開始位置の桁数に含まれません

公共料金支払票の「公共料金名」を部門名に登録します

コードには、請求書発行企業コードを設定してください





BCPOS ver8.6
日報/月報「商品別（部門）決済別集計



日報/月報「商品別（部門）決済別集計

公共料金支払票の 44桁バーコードを読み取って、指定コードに登録された部門を呼出し金額を登録します

1- 「F2 管理画面」

※  販売画面からも日報は開けます

4-「決済別集計一覧」を表示

①

2- 「日報」を押します

②

③

3- 日報カレンダーで、対象の日付

　を選択後「決済別」を押します

Ⓐ

Ⓑ　  Ⓒ　　　　　 Ⓓ

Ⓐ 表示パターン
 表示方法（集計方法）の選択
「商品別/決済別」「商品別」「決済別」

Ⓑ 部門別or商品別  集計単位を「部門別」または「商品別」で集計

Ⓒ テキスト  CSVファイルでデータを保存

Ⓓ 印刷  レシートプリンターで出力



集計見本

▢ 商品別決済別集計一覧 ▢ 部門別決済別集計一覧




